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画
空
間
に
展
開
す
る
二
重
的
空
間
の
構
築
に
つ
い
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－
東
ア
ジ
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に
お
け
る
画
中
屏
風
絵
を
通
し
て
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は
じ
め
に

屏
風
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
に
発
生
し
、
二
千
余
年
、
中
国
の
文
化
と
共

に
、
永
い
歳
月
を
か
け
て
洗
練
さ
れ
、
実
用
と
装
飾
を
兼
ね
備
え
た
調
度
品
と

し
て
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
と
に
五
代
か
ら
宋
時
代
に
か
け
て
画
中
屏
風
絵
は
、

そ
の
絵
画
の
空
間
構
成
と
造
形
理
念
を
共
有
し
っ
つ
、
人
物
画
の
背
景
と
し
て

の
山
水
図
屏
風
を
配
し
、
そ
の
手
法
は
、
は
る
か
明
・
晴
時
代
の
人
物
画
に
ま

で
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
物
図
に
措
か
れ
た
画
中
画
屏
風
絵
の
図
様

は
、
五
代
か
ら
明
活
時
代
に
至
る
ま
で
の
数
多
い
伝
世
作
例
の
中
に
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
最
近
の
考
古
学
上
の
貴
重
な
成
果
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る

と
、
そ
の
淵
源
は
前
漠
時
代
の
墓
葬
壁
画
に
遡
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
影

響
を
受
け
た
五
代
か
ら
明
清
ま
で
の
画
中
屏
風
絵
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
伝
播

と
受
容
の
諸
相
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
論

の
主
眼
点
と
な
る
。

本
論
は
東
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
、
画
中
に
描
か

元
　
林

れ
た
屏
風
絵
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
二
重
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
視
点

か
ら
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

「
　
画
中
層
鳳
絵
の
史
的
考
察
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画
中
屏
風
絵
に
関
連
す
る
絵
画
作
品
の
画
題
と
形
質
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
肖
像
画
、
高
士
・
逸
士
な
ど
人
物
故
事
図
、

孝
経
絵
巻
な
ど
を
画
題
と
し
て
い
る
絵
画
作
品
に
は
、
画
中
屏
風
絵
が
よ
く
措

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
世
絵
画
・
墓
葬
壁
画
・
建
築
壁
画
な
ど
異
な
る
形
質

の
絵
画
中
に
も
、
画
中
屏
風
絵
が
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
十
～
十
八

世
紀
に
属
す
る
数
多
く
の
作
品
の
う
ち
、
特
に
五
代
・
宋
元
時
代
の
作
品
を
比

較
し
、
参
考
と
す
る
の
に
適
し
た
も
の
を
数
点
取
り
上
げ
て
み
る
。
こ
れ
ら
の

絵
画
に
措
か
れ
た
衝
立
画
像
は
、
そ
の
前
後
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
引
き
ま
わ
し
、

あ
る
特
定
の
タ
イ
プ
の
絵
画
的
表
象
や
、
視
覚
的
認
識
を
め
ぐ
る
独
特
な
様
式

や
、
文
化
的
空
間
の
不
思
議
な
配
置
な
ど
を
提
示
す
る
。



ま
ず
、
各
時
代
に
お
け
る
重
要
な
作
例
を
挙
げ
て
い
く
。
な
か
で
も
注
目
す

べ
き
も
の
と
し
て
、
五
代
・
王
斉
翰
「
勘
書
図
」
（
図
1
）
、
周
文
矩
「
垂
屏
図
」

が
あ
り
、
ほ
か
に
宋
人
　
「
人
物
図
」
、
元
「
張
雨
題
侃
墳
画
像
巻
」
、
劉
貫
道

「
鏑
夏
図
」
、
そ
し
て
明
・
杜
董
「
玩
古
図
」
、
唐
寅
「
李
端
端
図
」
、
清
・
黎
明

「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
、
丙
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
」
、
眺
文
潮
「
弘
暦
鑑
古
図
」

な
ど
が
あ
る
。

五
代
南
唐
時
期
の
著
名
な
人
物
画
家
で
あ
る
周
文
矩
の
　
「
重
屏
会
棋
図
巻
」

（
絹
本
着
色
、
縦
四
〇
・
三
c
m
、
横
七
〇
・
五
c
m
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）

は
、
画
面
中
で
、
坐
っ
て
い
る
南
唐
中
主
の
李
環
　
（
九
四
三
～
九
六
一
在
位
）

が
そ
の
四
人
の
一
族
と
と
も
に
囲
碁
を
た
の
し
ん
で
い
る
。
か
れ
ら
の
背
後
に

は
黒
い
枠
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
屏
面
に
は
、
再
び
人
物
活
動
の

場
面
を
表
現
し
て
、
ま
た
そ
の
奥
に
画
中
の
屏
風
と
し
て
三
曲
の
水
墨
山
水
屏

風
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
水
図
を
描
い
た
屏
風
の
前
の
楯
で
は
、
転
寝
す
る
白

楽
天
が
措
か
れ
て
い
る
　
（
図
2
）
。
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
重
な
っ
た
　
「
垂
屏
」
　
つ
ま
り
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
　
（
d
O
u
b
－
e
 
s
c
r
e
e
ロ
）

を
描
い
た
名
作
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
図
は
三
重
空
間
を
表
現
し
、
幽

探
な
奥
感
を
も
つ
。
会
棋
の
場
面
後
方
の
、
白
楽
天
の
　
「
偶
眠
」
詩
意
が
表
現

さ
れ
て
い
る
屏
風
の
画
面
に
も
、
ま
た
平
遠
山
水
屏
風
が
措
か
れ
て
い
る
。
こ

の
重
屏
図
は
前
、
中
、
後
の
三
景
か
ら
構
成
さ
れ
て
、
厳
密
な
透
視
遠
近
法
が

と
ら
れ
て
い
る
。

元
代
の
巨
匠
で
あ
る
劉
貢
道
（
活
動
期
一
二
七
九
～
三
一
〇
〇
）
　
の
絵
画
に

お
い
て
、
周
文
籍
が
創
造
し
た
　
「
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
」
　
（
重
屏
）
　
の
定
式

は
、
新
し
い
流
行
に
適
合
す
る
よ
う
に
劇
的
に
改
め
ら
れ
た
。
「
鏑
夏
図
」
と

題
す
る
劉
貫
道
の
絵
　
（
図
3
）
　
は
、
竹
と
バ
ナ
ナ
が
繁
る
庭
に
置
か
れ
た
低
い

寝
椅
子
に
、
ゆ
っ
た
り
と
も
た
れ
て
い
る
文
人
を
描
い
て
い
る
。
彼
は
左
手
に

巻
子
本
、
右
手
に
払
塵
　
（
払
子
）
　
を
も
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
隠
遁
し
た
知

識
人
に
と
っ
て
は
伝
統
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
重
画
像
の
モ
チ

ー
フ
は
、
明
ら
か
に
　
「
垂
屏
」
す
な
わ
ち
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
像
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
ダ
ブ

ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
に
お
い
て
、
主
た
る
画
像
は
常
に
前
景
に
あ
り
、
衝
立
上
の

画
像
は
、
そ
の
主
た
る
画
像
の
　
「
こ
だ
ま
」
と
し
て
現
れ
る
。

宋
人
「
人
物
図
」
　
（
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
　
の
屏
風
山
水
図
　
（
図
4
）
　
は
、

中
国
山
水
画
の
基
本
構
図
の
一
つ
と
な
る
一
水
両
岸
構
図
を
採
る
。
向
か
っ
て

右
に
此
岸
、
間
に
水
面
、
左
に
彼
岸
を
配
し
て
、
此
岸
に
大
樹
、
彼
岸
に
主
山

を
置
く
点
は
、
前
時
期
の
曲
陽
五
代
王
処
直
墓
前
室
北
壁
「
山
水
図
壁
画
」
や
、

同
時
期
あ
る
い
は
北
宋
末
南
宋
初
の
　
「
眠
山
晴
雪
図
」
　
（
絹
本
墨
画
淡
彩
、
一

一
五
・
一
×
一
〇
〇
・
七
c
m
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
　
に
通
じ
る
。
ま
た
　
「
弘

暦
　
（
乾
隆
）
　
鑑
古
図
」
　
（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
　
は
、
活
・
乾
隆
時
期
の
院

画
家
の
眺
文
瀞
が
行
楽
図
の
一
種
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
　
（
図
5
）
。
本

国
は
、
構
図
や
意
匠
な
ど
が
宋
人
の
　
「
人
物
図
」
冊
か
ら
模
写
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
画
中
の
家
具
や
調
度
は
、
活
宮
中
の
御
用
品
に
変
化
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
画
中
画
屏
風
絵
の
手
法
で
三
次
元
空
間
の
視
覚
意
識
を

現
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
図
は
宋
人
の
人
物
図
の
画
中
画
と
し
て

屏
風
小
景
山
水
花
鳥
図
か
ら
大
型
屏
風
山
水
図
に
転
換
さ
れ
、
前
者
に
存
在
す

る
清
酒
な
文
人
気
息
も
強
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
不
詳
「
是
一
是
二

（
ま
た
は
乾
隆
鑑
古
図
）
」
　
（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
、
十
八
世
紀
、
紙
本
画
軸
）

も
あ
る
。
そ
の
構
図
と
画
中
山
水
図
屏
風
を
眺
文
潮
の
作
品
か
ら
と
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
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「
張
雨
題
悦
壌
像
巻
」
　
（
元
・
十
四
世
紀
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
二
八
・
二
×

六
〇
・
九
c
m
、
台
北
故
宮
博
物
院
）
　
に
は
、
構
図
の
簡
略
化
や
賦
彩
の
淡
雅
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
、
文
人
風
の
自
描
画
の
趣
が
よ
り
強
く
な
っ
て
、
人
物
が
軽

く
清
酒
な
印
象
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
画
中
の
侃
費
は
思
い
を
凝
ら
し

て
真
正
面
を
見
据
え
、
白
い
長
衣
を
着
て
坐
し
、
筆
と
紙
を
手
に
し
な
が
ら
今

ま
さ
に
詩
を
賦
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
品
が
あ
り
、
秀
逸
な
風
采
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
室
内
の
家
具
は
ど
れ
も
と
て
も
精
巧
で
美
し
い
が
、
し
っ
ら
え
は

簡
素
で
あ
り
、
主
人
の
脱
俗
的
な
趣
味
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品

は
、
隠
遁
し
た
画
家
の
孤
高
と
倣
岸
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
図
で
は
、

人
物
が
坐
っ
て
い
る
床
鯖
の
後
方
に
大
型
の
平
遠
水
墨
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
屏
風
の
取
景
造
境
は
、
千
頃
湖
山
と
一
葉
扇
舟
と
い
う
雅
淡

的
気
分
が
、
単
純
的
な
背
景
で
は
な
く
、
前
景
人
物
と
の
調
和
が
極
め
て
語
調

で
あ
る
　
（
図
6
）
。
こ
れ
ら
の
も
の
が
、
画
面
全
体
に
俗
世
の
汚
れ
を
超
越
し
、

身
を
清
く
修
め
る
境
界
を
現
出
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
画
面
中
の
大
型
の
淡
墨

山
水
図
屏
風
に
は
二
重
空
間
構
築
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に
透
視
遠
近
法
の
山
水
画

の
感
じ
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
。
本
画
中
画
の
屏
風
山
水
図
は
、
保
革
の

「
秋
林
野
興
図
」
　
（
一
三
三
九
年
、
紙
本
画
軸
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
蔵
）
　
よ
り
、
本
肖
像
は
不
詳
の
画
家
に
よ
っ
て
措
か
れ
た
で
あ
ろ

う
が
、
衝
立
の
山
水
画
は
侃
費
み
ず
か
ら
が
描
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

明
　
（
十
五
～
十
六
世
紀
）
　
の
杜
董
　
「
玩
古
図
」
　
（
絹
本
着
色
、
二
一
六
・

一
×
一
八
七
・
〇
c
m
、
台
北
故
宮
博
物
院
）
　
に
は
、
水
渡
文
衝
立
と
山
水
図
多

曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
　
（
図
7
）
。
文
人
趣
味
を
わ
か
り
や
す
く
描
く
図

柄
は
、
富
裕
な
市
民
た
ち
に
好
ま
れ
、
ち
ょ
う
ど
彼
の
絵
の
中
に
描
か
れ
て
い

る
衝
立
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
邸
宅
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
玩
古
図
」

は
巨
幅
の
絵
二
幅
を
併
せ
た
も
の
で
、
も
と
は
お
そ
ら
く
屏
風
画
と
し
て
表
装

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
古
器
の
鑑
賞
の
他
、
琴
棋
書
画
な
ど
文
人
の
遊
芸

の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
の
背
景
の
屏
風
や
、
人
物
造
型
、
筆
法
な
ど

が
、
南
宋
院
画
の
　
「
十
八
学
士
図
」
「
折
檻
図
」
な
ど
と
類
似
し
、
秀
雅
で
古

風
な
画
風
を
有
し
、
南
宋
院
体
画
の
余
韻
が
あ
る
。
杜
重
に
よ
る
こ
の
種
の

工
筆
人
物
画
は
唐
寅
中
期
の
風
格
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
五
代
か
ら
明
活
時
代
に
至
る
ま
で
の
伝
世
作
例
で
あ
る
が
、
考

古
学
上
の
新
た
な
成
果
と
伝
世
品
絵
画
と
の
結
合
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
は

る
か
過
去
に
遡
っ
て
、
そ
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
駅
西
省
西
安

か
ら
発
見
さ
れ
た
前
漢
時
代
の
墓
葬
壁
画
中
に
、
二
曲
屏
風
が
措
か
れ
て
お
り
、

屏
面
全
体
の
画
題
は
判
明
し
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て
画
中
屏
風
絵
の
源

は
、
漢
時
代
に
遡
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
魂
晋
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
、

東
晋
・
顧
憧
之
　
「
列
女
仁
智
図
巻
」
　
の
衛
霊
公
の
山
水
図
座
屏
や
、
南
朝

宋
・
陸
探
微
「
帰
去
来
辞
図
巻
」
山
水
図
屏
風
（
？
）
、
北
斉
・
□
道
貴
墓
壁

画
墨
線
描
山
水
図
屏
風
（
九
曲
一
隻
）
な
ど
に
も
画
中
屏
風
絵
は
見
ら
れ
る
。

更
に
、
隋
・
徐
敏
行
墓
壁
画
山
水
図
屏
風
（
六
曲
一
隻
）
　
や
唐
・
閥
立
本
「
孝

経
図
」
　
の
画
中
山
水
図
衝
立
、
唐
・
周
景
元
「
麟
址
図
巻
」
　
の
画
中
流
水
文
屏

風
（
唐
時
代
の
墓
葬
壁
画
で
屏
風
絵
を
持
っ
た
も
の
は
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る

が
、
画
中
屏
風
絵
を
持
っ
た
も
の
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）
　
な
ど
に
よ

っ
て
、
次
の
五
代
か
ら
画
中
画
と
し
て
の
屏
風
絵
が
流
行
し
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
に
お
け
る
画
中
屏
風
絵
の
空
間
表
現
に
目
を
向

け
て
み
よ
う
。
朝
鮮
半
島
の
現
存
作
品
を
通
覧
す
る
と
、
こ
の
地
域
に
は
画
中

深
遠
的
山
水
図
の
空
間
表
現
を
意
図
す
る
伝
統
的
表
現
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
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こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
画
中
画
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
画
中
屏
風
絵
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、
い
く
つ

か
の
伝
世
品
の
中
に
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
「
彦

根
屏
風
」
、
「
男
女
遊
楽
図
屏
風
」
が
あ
り
、
ほ
か
に
「
遊
女
聞
香
図
」
な
ど
も

好
例
で
あ
る
。

「
彦
根
屏
風
」
　
（
風
俗
図
、
六
面
、
紙
本
金
地
着
色
、
各
九
四
・
〇
×
四
八
・

〇
c
m
、
江
戸
時
代
・
寛
永
年
間
　
（
一
六
二
四
～
四
三
）
、
滋
賀
・
彦
根
城
博
物

館
）
　
は
、
遊
廓
の
室
内
で
の
歓
楽
の
あ
り
さ
ま
と
、
屋
外
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る

男
女
の
立
ち
姿
と
を
、
金
地
の
六
曲
腰
屏
風
に
組
み
合
わ
せ
た
作
品
で
あ
る

（
図
8
）
。
こ
の
作
品
は
、
江
戸
初
期
風
俗
画
が
野
外
遊
楽
図
か
ら
室
内
遊
楽
図

へ
移
行
す
る
過
程
に
お
け
る
代
表
的
な
画
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
し
ば
し
ば

話
題
と
な
る
の
は
、
背
景
の
屏
風
に
措
か
れ
て
あ
る
水
墨
山
水
図
で
、
一
六
世

紀
中
期
を
下
ら
な
い
狩
野
派
の
槽
体
山
水
図
の
克
明
な
模
写
な
の
だ
が
、
狩
野

派
の
技
法
を
本
格
的
に
学
ん
だ
者
で
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
描
け
な
い
よ
う
な

高
い
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
。
風
俗
画
の
中
に
山
水
が
措
か
れ
、
絵
画
の
ジ
ャ

ン
ル
を
橋
渡
し
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
独
特
な
用
法
に
研
究
者
も
注
目

し
て
い
る
。
三
味
線
、
双
六
、
手
紙
、
屏
風
絵
は
、
漠
画
の
伝
統
的
画
題
で
あ

る
琴
棋
書
画
の
見
立
て
で
あ
り
、
画
中
画
の
屏
風
は
室
町
時
代
末
期
を
下
ら
な

い
本
格
的
な
漠
画
の
技
法
を
と
る
。

画
中
画
と
し
て
描
か
れ
た
墨
画
金
泥
引
き
の
山
水
図
屏
風
は
室
町
時
代
末
期

を
下
ら
な
い
様
式
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
古
様
な
山
水
図
と
、
そ
の
前
に
坐
し

て
画
面
の
外
に
顔
を
向
け
る
座
頭
の
存
在
は
、
知
的
な
構
成
や
男
女
の
冷
た
い

表
情
と
と
も
に
、
歓
楽
の
場
に
憂
愁
と
倦
怠
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
深
い
心
理
的
陰
影
に
富
ん
だ
表
現
は
、
近
世
初
期
風
俗
画
中
に
比
肩
す
る

も
の
が
な
く
、
本
図
の
傑
出
し
た
特
質
で
あ
る
。
画
中
画
の
山
水
図
の
筆
致
は
、

い
わ
ゆ
る
町
絵
師
の
作
に
は
求
め
が
た
い
、
本
格
的
な
漠
画
の
素
養
を
う
か
が

わ
せ
る
。
ま
た
、
「
男
女
遊
楽
図
屏
風
」
　
（
図
9
）
　
は
国
宝
「
彦
根
屏
風
」
と
の

近
似
性
が
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
姉
妹
作
品
で
あ
る
。

宮
川
長
春
筆
「
遊
女
聞
香
図
」
　
（
「
美
人
聞
香
図
」
）
　
（
一
幅
、
江
戸
時
代
・
一

八
世
紀
、
紙
本
着
色
、
八
七
・
一
×
三
六
・
六
c
m
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、

小
屏
風
を
た
て
ま
わ
し
、
双
六
盤
に
腰
か
け
て
香
を
聞
く
遊
女
の
優
艶
な
風
情

を
描
い
た
も
の
で
、
ゆ
か
し
い
趣
味
と
教
養
を
誇
る
良
き
時
代
の
太
夫
の
生
活

風
俗
が
、
雅
な
雰
囲
気
と
と
も
に
写
し
と
ら
れ
て
い
る
。
宮
川
派
の
長
春
は
、

無
地
の
背
景
に
豊
満
な
姿
態
と
豪
華
な
着
衣
の
美
し
さ
の
み
描
き
出
そ
う
と
し

た
大
味
な
懐
月
堂
美
人
に
比
べ
、
女
性
の
置
か
れ
た
環
境
描
写
に
意
を
配
り
、

情
趣
こ
ま
や
か
な
繊
麓
の
美
人
風
俗
画
を
得
意
と
し
た
。
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二
．
画
中
屏
風
絵
の
二
重
的
空
間
の
構
築
の
系
譜
と
時
代
性

五
代
か
ら
明
活
ま
で
の
画
中
屏
風
絵
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
伝

播
と
受
容
の
軌
跡
を
辿
っ
た
か
と
い
う
絵
画
史
上
の
一
隅
な
い
し
絵
画
史
全
体

に
お
け
る
画
中
屏
風
絵
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
以
下
分
析
を
試

み
た
い
。

諸
作
例
に
関
す
る
伝
承
と
模
写
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
肖
像
画
、
人
物
故
事

図
と
孝
経
絵
巻
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
肖
像
画
の
場
合
は
、
五
代
の
王
斉

翰
「
勘
書
図
巻
」
、
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
巻
」
、
北
宋
の
宋
人
「
人
物
」
、
南

宋
の
劉
松
年
「
真
跡
図
」
、
元
代
の
　
「
張
雨
題
侃
墳
像
巻
」
、
劉
貫
道
「
消
夏

図
巻
」
、
晴
代
の
丙
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
軸
」
、
挑
文
翰
「
弘
暦
（
乾
隆
）
　
鑑
古



図
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
元
・
明
時
代
の
模
本
と
し
て
、
無
款
「
勘
書
図
」
、

伝
周
文
矩
「
垂
屏
図
」
、
無
款
「
倣
劉
貫
道
消
夏
図
巻
」
　
な
ど
も
あ
る
。

人
物
故
事
図
は
、
仕
女
、
高
士
、
歴
史
人
物
と
い
う
三
つ
の
画
題
に
分
け
ら

れ
る
。
唐
・
周
景
元
「
麟
址
図
巻
」
、
南
宋
・
牟
益
　
「
鴻
衣
図
」
、
明
・
『
西
府

記
』
　
挿
絵
、
明
・
仇
英
「
乞
巧
図
巻
」
、
活
・
丁
観
鵬
「
乞
巧
図
」
な
ど
の
仕

女
図
が
あ
る
。
高
士
図
の
中
に
は
、
伝
王
維
「
高
士
碁
図
」
　
（
一
一
～
二
一
世

紀
模
本
）
、
劉
松
年
「
琴
苦
楽
志
図
」
、
宋
人
「
十
八
学
士
図
」
軸
、
明
・
杜
董

「
玩
古
図
」
、
明
・
仇
英
「
臨
宋
人
画
」
、
明
・
唐
寅
「
陶
穀
贈
詞
図
」
、
「
桜
桃

夢
」
等
明
清
挿
絵
な
ど
が
あ
る
。
歴
史
人
物
図
で
は
、
五
代
・
顧
闘
中
「
韓

黙
載
夜
宴
図
巻
」
と
明
・
唐
寅
「
臨
韓
興
載
夜
宴
図
」
が
あ
る
。

孝
経
絵
巻
の
中
で
は
、
唐
・
閣
立
本
「
孝
経
国
」
、
（
伝
）
　
北
宋
・
李
公
麟

『
孝
経
』
挿
絵
、
（
伝
）
　
南
宋
・
馬
和
之
　
『
孝
経
』
　
挿
絵
、
明
・
文
徴
明
稽
書
孝

経
仇
英
画
巻
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
唐
・
閣
立
本
「
孝
経
国
」
　
か
ら
、

南
宋
・
無
款
「
女
孝
経
図
」
　
の
模
本
、
（
伝
）
　
北
宋
・
李
公
麟
『
孝
経
』
　
挿
絵

か
ら
、
元
・
無
款
「
孝
経
図
巻
」
　
の
模
本
、
（
伝
）
　
南
宋
・
馬
和
之
　
『
孝
経
』

挿
絵
か
ら
、
清
・
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
国
」
冊
頁
の
模
本
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
図
に
描
か
れ
た
画
中
屏
風
絵
の
国
枝
は
、
五
代
か
ら
明
清
時

代
に
至
る
ま
で
、
い
つ
く
か
の
伝
世
品
の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
ま
た
約
十
世
紀

に
花
開
い
た
画
中
画
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

明
・
唐
寅
「
李
端
端
図
」
　
（
図
1
0
）
　
に
お
い
て
は
、
必
要
な
景
物
の
み
が
要

所
に
配
置
さ
れ
た
余
白
の
多
い
画
面
に
、
画
家
の
心
象
風
景
と
も
い
う
べ
き
想

像
の
産
物
で
あ
る
山
水
図
屏
風
が
合
理
的
に
配
置
さ
れ
、
巧
み
な
墨
法
と
色
彩

の
使
用
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
、
夢
の
よ
う
な
詩
的
情
趣
豊
か
な
世
界
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。
画
面
を
山
水
図
屏
風
で
縦
に
大
胆
に
分
割
し
、
人
物
と
後
方

の
世
界
を
分
け
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
分
割
は
、
意
匠
図
案
と
非
常
に
近
い
。

こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
二
次
元
平
面
上
の
均
衡
に
よ
っ
て
緊
密
に
繋
げ
、
画
面

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
。
画
中
屏
風
の
画
面
は
画
面
全
体
の
奥
に
向
う
の
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
空
間
の
秩
序
と
は
微
妙
な
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
構
図
表
現
は
、
奥
行
の
深
い
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
、

画
域
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
二
次
元
平
面
上
の
均
衡
に
基
づ
く
画
面
構
成
と

三
次
元
的
な
空
間
の
幻
影
が
巧
み
に
融
合
し
て
い
る
。
「
李
端
端
図
」
　
で
は
、

作
者
の
自
由
的
な
お
お
ら
か
さ
に
代
わ
っ
て
、
知
的
な
醒
め
た
造
形
感
覚
が
感

じ
ら
れ
る
。
唐
寅
「
臨
韓
配
刷
載
夜
宴
図
」
　
（
図
1
1
）
　
も
同
じ
効
果
が
反
映
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
空
間
構
成
は
、
当
時
の
絵
画
芸
術
の
一
つ
の
頂
点

を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
画
中
山
水
図
は
、
着
色
で
あ
る
か
水
墨
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
向

か
っ
て
右
方
の
崖
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
と
、
左
方
の
遠
山
に
向

か
っ
て
開
か
れ
た
空
間
と
い
う
平
遠
　
（
深
遠
、
高
遠
、
平
遠
と
い
う
三
遠
）
　
を

総
合
す
る
構
築
的
な
空
間
構
成
で
あ
り
、
前
景
か
ら
中
景
・
後
景
へ
と
し
て
奥

行
を
表
現
す
る
透
視
遠
近
法
的
な
合
理
的
な
空
間
処
理
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
を
前
後
に
幾
重
に
も
重
ね
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠

近
感
や
奥
行
き
感
を
、
各
所
で
適
切
に
、
効
果
的
に
付
与
し
て
い
る
。
画
面
全

体
の
空
間
を
広
々
と
設
定
し
、
画
巻
の
寓
意
を
演
出
す
る
な
ど
、
そ
の
合
理
的

か
つ
変
化
に
富
ん
だ
空
間
設
計
の
た
く
み
さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
宋
元
時
期

の
山
水
画
の
も
っ
と
も
重
要
な
造
形
的
目
標
の
一
つ
で
あ
る
。

山
水
図
の
中
景
を
集
中
さ
せ
て
重
心
を
寄
せ
、
画
面
に
は
全
体
的
に
平
遠
的

な
広
が
り
と
奥
行
を
も
た
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
画
の
特
長
は
、
宋
人

「
人
物
図
」
、
「
李
端
端
図
」
　
な
ど
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
の
表
さ
れ
た
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空
間
が
、
幾
何
学
的
規
則
に
基
づ
く
合
理
的
な
空
間
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
整
然

と
し
た
静
謡
さ
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
画
面
全
体
の
基
本
と
な
る
絵
画
空
間
を
端
的
に
喚
起
す
る
美
的
効
果
と
、

画
中
屏
風
山
水
図
の
遠
近
・
奥
行
な
ど
の
空
間
表
現
の
精
微
さ
と
を
両
方
追
求

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

肖
像
性
の
強
い
作
品
を
主
と
す
る
た
め
、
概
し
て
簡
略
的
背
景
な
い
し
無
背

景
で
空
間
性
に
乏
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宋
人
「
人
物
図
」
、
元
「
張
雨
題

悦
墳
画
像
巻
」
、
明
・
唐
寅
「
李
端
端
図
」
、
清
・
南
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
」

な
ど
と
と
も
に
、
五
代
以
来
の
画
中
山
水
図
屏
風
の
伝
統
と
し
て
の
自
立
性
あ

る
い
は
そ
れ
に
根
ざ
し
た
構
築
的
な
画
面
構
成
や
空
間
表
現
を
示
し
っ
つ
、
前

景
の
人
物
か
ら
中
・
後
景
の
屏
風
山
水
へ
の
奥
行
を
重
視
し
て
お
り
、
五
代
・

北
宋
以
来
の
山
水
人
物
画
的
な
大
き
な
潮
流
が
こ
の
よ
う
な
手
法
で
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

明
代
の
画
中
屏
風
山
水
画
は
、
末
代
と
く
に
南
末
の
画
院
、
李
唐
や
馬

遠
・
夏
珪
様
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
戴
進
は
そ
の
山
水
画
家
の
代
表

者
で
あ
る
。
構
図
的
に
は
、
人
物
を
描
く
前
景
と
、
中
景
の
道
や
林
や
峰
、

遠
景
に
は
小
さ
く
淡
い
楼
閣
な
ど
と
整
理
さ
れ
、
客
席
か
ら
舞
台
を
見
る
よ

う
に
措
か
れ
る
。

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
絵
の
あ
る
衝
立
の
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
、

あ
る
程
度
ま
で
総
括
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
、
明
・
杜
董
「
玩
古
図
」

の
題
材
内
容
や
表
現
方
式
と
芸
術
的
伝
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
国
は
、

宋
・
元
院
画
の
構
図
様
式
を
総
合
し
、
自
身
の
新
た
な
創
意
を
加
え
て
い
る
極

め
て
特
色
的
な
作
品
で
あ
る
。
人
物
は
、
右
上
角
か
ら
左
下
角
ま
で
の
対
角
線

に
配
置
し
、
重
畳
交
錯
が
な
く
、
構
図
と
主
題
が
明
ら
か
に
表
さ
れ
て
い
る
。

右
下
角
の
男
童
は
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
図
の
庭
園
場
面
に
は
芭
蕉
と
奇
石
を
配
し
、
曲
欄
を
環
続
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
場
景
の
様
子
は
、
宋
人
「
消
夏
図
」
　
や
南
宋
人
「
折
檻
図
」
、
明
代

の
仇
英
「
人
物
故
事
」
冊
、
唐
寅
「
陶
穀
贈
諸
国
」
な
ど
に
よ
く
み
ら
れ
る
。

本
論
の
論
旨
で
あ
る
屏
風
の
調
度
と
画
中
屏
風
絵
と
の
表
現
は
、
宋
人
「
十
八

学
士
図
」
　
や
「
消
夏
図
」
な
ど
の
文
人
生
活
題
材
の
作
例
か
ら
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
本
国
の
右
上
角
に
、
一
点
の
卓
と
二
人
の
侍
女
が
置
か
れ
る

構
図
は
、
元
入
劉
貫
通
「
消
夏
図
」
か
ら
演
鐸
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
本
図
は
、
劉
貫
道
「
消
夏
図
」
　
の
画
中
屏
風
絵
と
似
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
筆
法
と
人
物
造
型
上
は
、
南
宋
院
画
の
細
艦
的
風
格
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
。
庭
園
人
物
の
布
置
や
大
型
屏
風
で
空
間
を
分
隔
す
る
構
図
法
が
、

十
五
・
十
六
世
紀
の
江
南
画
家
、
例
え
ば
唐
寅
や
仇
英
た
ち
の
作
品
に
し
ば
し

ば
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
杜
萱
は
唐
寅
の
画
技
に
濃
密

な
影
響
を
与
え
た
が
、
唐
寅
の
　
「
陶
穀
贈
詩
図
」
　
（
五
代
人
陶
穀
は
妓
女
秦
窮

蘭
に
詩
文
を
贈
る
物
語
）
　
に
は
、
庭
園
布
置
の
相
似
を
除
い
て
、
人
物
・
芭

蕉
・
竹
子
・
樹
枝
の
画
法
や
屏
風
の
調
度
が
「
玩
古
図
」
と
雷
同
す
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
先
述
し
た
画
中
屏
風
絵
に
関
す
る
諸
作
品
の
系
譜

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
」
1

宋
人
　
「
十
八
学
士
図
」
、
「
消
夏
図
」
　
1
元
劉
貫
道
　
「
消
夏
図
」
　
1
明
・
杜
重

「
玩
古
図
」
1
唐
寅
「
陶
穀
贈
詩
図
」
　
「
倣
唐
人
仕
女
図
」
、
仇
英
「
人
物
故
事

図
冊
」
　
（
「
竹
庭
玩
古
図
」
）
　
と
い
う
受
容
と
展
開
の
軌
跡
を
想
定
す
る
。
こ
れ

は
、
画
中
屏
風
絵
に
関
す
る
人
物
画
の
一
つ
系
譜
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
系
列

は
、
五
代
・
王
斉
翰
「
勘
書
図
」
　
1
元
「
張
雨
題
悦
墳
画
像
巻
」
1
明
・
唐

寅
「
李
端
端
図
」
1
清
・
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
冊
頁
、
南
之
鼎
「
人
物
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肖
像
図
」
、
挑
文
潮
　
「
弘
暦
鑑
古
図
」
　
な
ど
で
あ
り
、
構
図
が
簡
潔
で
、
人

物
・
景
物
の
描
写
も
清
新
自
然
で
あ
る
。

以
上
若
干
の
現
存
作
例
を
検
討
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
長
い
時
代
の
絵

画
作
品
に
は
、
絵
画
空
間
様
式
に
伴
い
変
化
す
る
筆
法
・
モ
チ
ー
フ
・
構
図
な

ど
様
々
な
表
現
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
が
大
き
な
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
れ
ば
、
中
国
宋
元
時
代
の
画
中
画
に
は
統

一
的
視
点
か
ら
二
重
空
間
の
諸
相
を
各
画
面
で
措
き
分
け
る
意
図
を
は
っ
き
り

と
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
画
中
屏
風
絵
は
同
時
代
の
他
の
絵
画
作
品
と
異
な

り
、
二
重
的
絵
画
の
空
間
表
現
に
対
し
て
明
確
な
意
識
を
も
つ
と
理
解
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
五
代
以
来
の
画
中
山
水
図
屏
風
の
伝
統
と
し
て
の
自
立
性
あ
る

い
は
そ
れ
に
根
ざ
し
た
構
築
的
な
画
面
構
成
や
空
間
表
現
を
示
し
っ
つ
、
前
景

の
人
物
か
ら
中
・
後
景
の
屏
風
山
水
へ
の
奥
行
を
重
視
し
て
お
り
、
五
代
・
北

宋
以
来
の
山
水
人
物
画
的
な
大
き
な
潮
流
が
こ
の
よ
う
な
手
法
で
表
現
さ
れ
る

こ
と
が
現
在
諸
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
視
点
を
思
い
き
り
後
方
に

移
動
し
、
つ
ま
り
、
引
き
を
よ
り
大
き
く
し
て
、
そ
れ
に
と
も
な
い
前
景
の
人

物
場
面
に
よ
り
屏
風
を
並
べ
る
だ
け
で
、
屏
風
画
は
広
い
透
視
的
奥
行
空
間
の

彼
方
に
沈
み
込
ん
で
、
立
体
か
ら
奥
行
空
間
へ
と
効
果
は
転
じ
、
様
変
わ
り
を

し
た
と
説
明
で
き
る
興
味
深
い
例
が
あ
る
。
元
「
張
雨
題
侃
墳
画
像
巻
」
　
で

は
、
物
語
を
中
心
と
す
る
理
想
空
間
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
明
ら
か
で

あ
り
、
画
面
の
均
衡
と
彩
り
の
た
め
に
、
現
実
に
も
見
え
る
と
い
う
大
胆
な
構

成
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
構
成
と
視
覚
構
造
の
大
き
な
転
換
は
、

絵
画
史
に
重
要
な
契
機
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
元
時
代
に
制
作
さ
れ
た
画
中
画
屏
風
は
、
数
多
く
の
画
中
屏
風
関
係
の
作

品
群
の
中
に
あ
っ
て
も
、
空
間
の
扱
い
が
斬
新
で
、
十
～
十
四
世
紀
の
中
国
美

術
史
上
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
独
創
的
な
絵
画
と
い
う
印
象
を
強
く
与
え
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
画
面
で
は
、
「
中
心
を
ず
ら
し
た
構
図
」
、
あ
る
い
は
人
物

を
画
面
の
中
央
前
に
押
し
や
っ
て
後
方
に
山
水
図
屏
風
を
描
い
て
大
き
な
空
間

を
据
え
る
、
当
時
の
画
家
得
意
の
空
間
描
写
が
見
ら
れ
、
そ
の
構
図
は
「
勘
書

図
」
な
ど
他
の
多
く
の
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。

画
中
山
水
図
屏
風
は
広
く
文
人
の
背
後
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
も
の
で
、
文

人
の
臥
遊
空
間
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
（
伝
）
　
五
代
・
王
斉
翰

「
勘
書
図
巻
」
　
（
南
京
大
学
附
属
図
書
館
）
　
で
は
、
耳
掃
除
を
す
る
文
人
の
背
後

に
青
緑
山
水
図
が
描
か
れ
た
大
き
な
衝
立
が
あ
る
。
宋
人
の
作
と
考
え
ら
れ
る

「
肖
像
」
（
台
北
故
宮
博
物
院
）
や
元
時
代
の
宮
廷
画
家
の
劉
貰
道
「
鏑
夏
図
巻
」

（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
）
　
で
も
同
様
の
演
出
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
勘
書
図
巻
」
や
特
に
「
張
雨
題
悦
墳
画
像
巻
」
は
伝
統
的
な

隠
逸
図
像
の
〓
疋
型
を
用
い
て
作
ら
れ
た
肖
像
画
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
肖
像
画

制
作
に
お
い
て
型
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
を
重
ね
る
と
い

う
手
法
を
用
い
た
作
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
手
法
は
明
・
清
時
代
に
な
っ
て

よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
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三
．
構
図
表
現
の
手
段
と
意
匠

〓
）
．
三
次
元
的
立
体
空
間
の
構
造
と
二
重
的
画
面
空
間
の
再
構
築

絵
画
の
中
に
も
う
ひ
と
つ
別
の
世
界
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
平
面
に
制
約
を

受
け
る
た
め
構
築
さ
れ
て
出
来
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
、
画
家
た
ち
は
そ
の
構

築
の
た
め
に
様
々
な
方
法
を
考
案
し
た
。
い
か
に
し
て
空
間
を
再
現
す
る
か
に

知
恵
を
絞
っ
た
の
で
あ
る
。
方
法
は
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
は
遠
近
・
明
暗
法



な
ど
の
描
き
方
に
関
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
モ
チ
ー
フ
に

よ
る
空
間
操
作
で
あ
り
、
鏡
、
窓
、
画
中
画
な
ど
を
画
面
に
描
き
込
み
、
も
う

ひ
と
つ
別
の
空
間
を
挿
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
空
間
は
複
雑
に
な
り
膨
ら

み
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で
も
、
画
中
画
は
画
家
の
戦
略
と
し
て
美
術

の
歴
史
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
。
鑑
賞
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
画
中
画
は
絵

の
背
景
に
退
き
見
落
と
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
画
家
の
意
図
や
主
題
を

心
に
留
め
て
眺
め
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

画
中
衝
立
画
像
は
、
よ
り
大
き
な
画
面
上
に
独
立
し
た
画
面
を
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
し
、
画
家
が
絵
の
な
か
に
絵
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

画
面
構
成
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
絵
画
空
間
の
奥
行

き
が
画
中
屏
風
絵
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
明
確
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
画

中
屏
風
絵
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
画
面
の
奥
行
空
間
か
ら
逃
が
れ
よ
う
と
す

る
画
中
山
水
図
も
見
出
せ
る
。
作
者
は
点
・
線
・
面
・
色
彩
を
も
っ
て
二
次
元

の
平
面
に
一
視
覚
世
界
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
常
に
三
次
元
的
な

立
体
の
絵
画
世
界
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
視
覚
的
経
験
の
報
告
と
い
う
使
命
を

負
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
画
中
屏
風
絵
が
山
水
図
の
奥
行
表
現
あ
る

い
は
遠
近
法
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
場
合
、
も
と
よ
り
こ
の
三
次
元
的
立
体
感
を

二
次
元
的
平
面
と
い
う
意
匠
構
成
に
移
し
変
え
る
だ
け
の
機
械
的
な
技
術
を
超

え
る
何
物
か
を
付
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
な
こ
と
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
構
図
は
鑑
賞
者
の
視
線
の
空
間
錯
覚
　
（
イ
リ

エ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
）
　
に
よ
る
三
次
元
空
間
か
ら
二
次
元
空
間
を
生
み
出
す
べ
く

洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
画
家
は
深
遠
な
精
神
的
内

容
を
伝
え
る
の
に
常
に
事
物
の
表
面
に
と
ど
ま
っ
て
仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
以
上
に
、
絵
画
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
は
何
で

あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
若
干
の
現
存
作
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
人
物
画
の
中

に
山
水
・
花
鳥
図
屏
風
を
配
置
し
、
屏
風
山
水
図
の
奥
行
空
間
あ
る
い
は
遠
近

法
を
表
現
す
る
だ
け
な
く
、
本
画
面
と
画
中
屏
面
と
の
相
違
を
巧
み
に
用
い
て
、

各
景
物
の
位
置
を
適
切
に
経
営
し
、
そ
の
三
次
元
的
立
体
感
を
二
次
元
的
平
面

と
い
う
意
匠
構
成
に
移
し
変
え
て
、
人
物
画
の
画
面
全
体
の
見
事
な
奥
行
表
現

を
作
り
上
げ
、
重
層
的
な
厚
み
の
あ
る
空
間
を
巧
み
に
演
出
す
る
も
の
な
ど

様
々
で
あ
る
。
作
者
は
溢
れ
る
生
命
感
、
明
断
な
知
性
、
深
い
情
趣
を
絵
画
表

現
に
託
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
性
の
示
唆
は
、

絵
画
空
間
の
在
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
物
画
中
に
山

水
図
屏
風
を
配
置
す
る
こ
と
が
、
屏
風
中
の
山
水
図
の
奥
行
を
表
現
す
る
だ
け

な
く
、
人
物
画
の
全
画
面
の
見
事
な
奥
行
表
現
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

作
品
の
絵
画
空
間
は
、
そ
の
画
面
上
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
安
定
感
を
形
成
し
、

絵
画
の
平
面
性
を
意
識
し
っ
つ
も
、
画
面
の
奥
へ
の
広
が
り
へ
と
鑑
賞
者
の
視

線
を
誘
う
。
制
作
技
法
を
含
む
絵
画
の
画
中
画
の
本
質
は
、
画
面
全
体
の
基
本

と
な
る
絵
画
空
間
の
、
簡
潔
に
喚
起
す
る
美
的
効
果
と
、
画
中
屏
風
中
の
山
水

図
の
遠
近
・
奥
行
な
ど
の
空
間
表
現
の
精
赦
さ
と
を
両
方
追
求
し
よ
う
と
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
絵
画
芸
術
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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（
二
）
．
画
中
屏
風
絵
の
深
意
と
趣
向

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
作
品
を
み
る
と
、
そ
の
画
中
屏
風
絵
の
豪
華
さ
や
深
遠

感
に
眼
を
奪
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
中
屏
風
絵
を
慎
重
に
用
い
る
こ
と
で
全

体
的
な
画
面
の
語
調
を
丹
念
に
重
ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
画
面
を
イ



ン
パ
ク
ト
の
強
い
山
水
図
屏
風
で
縦
に
大
胆
に
分
割
し
、
人
物
と
後
方
の
世
界

を
分
け
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
分
割
は
、
意
匠
図
案
と
非
常
に
近
い
関
係
を

も
つ
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
二
次
元
平
面
上
の
均
衡
に
よ

っ
て
緊
密
に
繋
げ
、
画
面
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
図
っ
て
い
る
。
画
中
屏
風
の
画

面
は
画
面
全
体
の
奥
に
あ
る
の
だ
が
、
画
面
全
体
の
空
間
の
秩
序
と
は
微
妙
な

均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
構
図
表
現
は
、
奥
行
の
あ
る
空
間

を
創
出
し
、
画
域
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
二
次
元
平
面
上
の
均
衡
に
基
づ
く

画
面
構
成
と
三
次
元
的
な
空
間
の
幻
影
が
巧
み
に
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
画
中
画
は
、
過
去
に
お
い
て
も
、
現
在
に
お
い
て
も
、
画
面
空
間
を
求
め

て
、
画
面
の
平
面
性
を
強
調
す
る
道
具
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
画
中
屏
風
絵
は
す
な
わ
ち
、
建
築
空
間
を
分

化
さ
せ
る
三
次
元
の
物
体
と
し
て
の
衝
立
、
作
画
の
た
め
の
二
次
元
の
画
面
と

し
て
の
衝
立
、
画
面
を
構
成
し
視
覚
的
メ
タ
フ
ァ
ー
を
提
供
す
る
の
を
助
け
る

画
像
と
し
て
の
衝
立
と
い
う
、
衝
立
の
三
つ
の
意
味
す
べ
て
を
包
含
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
多
く
の
作
品
に
み
ら
れ
る
別
の
類
似
の
画
中
屏
風
絵
は
、
こ
の

解
釈
を
裏
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
画
中
屏
風
絵
の
空
間
視
覚
に
つ
い

て
は
、
各
時
代
の
作
例
か
ら
対
照
的
と
言
え
る
ほ
ど
に
ま
で
、
相
互
で
著
し
く

異
な
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
屏
風
絵
が
示
す
視
覚
効
果
は
、
大

き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
立
体
の
視
覚
と
、

奥
行
空
間
の
視
覚
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
義
の
立
体
の
視
覚
と
い
う
の
は
、
画

中
の
物
体
と
し
て
の
屏
風
が
観
者
の
方
に
向
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
見
え
る
立
体

感
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
奥
行
空
間
の
視
覚
で
は
、
画
中
屏
風
絵
の
山
水
画

面
よ
り
後
方
に
退
く
深
い
奥
行
空
間
に
、
対
象
物
が
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
表
現
の
た
め
の
主
要
な
手
段
は
、
ま
ず
空
気
の
濃
淡
的
要
素
に
よ
る

透
視
法
的
遠
近
構
成
と
、
個
々
の
形
体
の
輪
郭
線
を
越
え
て
画
面
全
体
に
広
が

る
明
暗
の
調
子
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
人
物
の
活
動
画
面
の
前
後
左
右
の
い
ず

れ
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
画
面
に
位
置
す
る
こ
と
で
画
面
の
奥
行
空
間
を
構

成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
透
視
遠
近
効
果
の
表
現
や
近
濃
遠
淡
の
空
気

遠
近
法
構
図
及
び
奥
行
表
現
は
、
画
中
山
水
図
屏
風
絵
の
深
意
と
趣
向
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
画
中
山
水
囲
屏
風
絵
は
、
登
場
人
物
が
文
人
・
隠
士
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
文
人
風
的
な
意
味
を
画
面
に
加
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
画
中
の
山
水
画

が
果
た
す
役
割
は
、
単
に
山
水
画
と
い
う
主
題
を
描
く
こ
と
で
臥
遊
空
間
を
表

す
と
い
う
役
割
の
み
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
手
前
に
措
か
れ
た
文
人
の

活
躍
し
た
時
代
と
画
中
の
山
水
画
の
様
式
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の

と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
三
）
．
東
・
西
洋
絵
画
に
お
け
る
二
重
空
間
の
絵
画
理
念
の
異
同

前
述
し
た
中
国
五
代
以
降
の
画
中
画
屏
風
絵
と
今
回
取
り
上
げ
た
西
洋
絵
画

の
作
例
を
具
体
的
に
比
較
す
る
と
、
次
の
相
違
点
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
、
東

洋
絵
画
で
は
衝
立
・
屏
風
な
ど
で
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
西
洋
絵
画

で
は
、
窓
・
ド
ア
・
鏡
な
ど
で
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
第
二
の
画
面
に
は
山
水
・
人
物
・
建
築
な
ど
の
風
景
が
中
心
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
空
間
の
後
景
は
画
面
の
中
心
に
な
っ
て

い
る
前
景
の
背
景
と
し
て
表
現
さ
れ
、
両
景
は
統
一
さ
れ
た
画
面
を
形
成
し
て

い
る
。

ま
た
同
時
に
、
西
洋
、
東
洋
の
二
重
空
間
表
現
に
は
共
通
点
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
人
物
活
動
と
い
う
近
景
場
面
を
主
題
と
し
、
深
遠
な
風
景
を
遠
景
と
し
て



描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
表
現
の
手
段
は
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
二
重

的
絵
画
空
間
を
築
造
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
他
に

た
く
さ
ん
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
画
中
画
に
は
次
の
よ
う
な
役
割
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、

構
成
上
の
補
助
手
段
で
あ
り
、
画
面
を
空
間
的
に
統
一
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は

主
題
に
対
す
る
意
味
的
な
補
充
で
あ
る
。
ま
ず
は
宗
教
画
に
お
い
て
聖
・
俗
の

表
現
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
画
中
画
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
画
中
画
は
画
家
の
創
意
の
遊
び
場
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
主
題
に
従
属
す
る
脇
役
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
マ
リ
・

ド
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
　
『
時
祷
書
』
　
の
美
し
い
一
葉
で
あ
る
　
「
聖
母
の
前
の
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
と
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
の
マ
リ
ア
」
　
（
時
祷
書
を
開
く
貴
婦
人

と
も
呼
ぶ
、
羊
皮
紙
本
、
一
四
七
七
年
頃
、
二
二
・
五
×
一
六
・
三
c
m
、
ウ
ィ

ー
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
）
　
の
措
き
か
た
　
（
図
1
2
）
　
と
周
文
矩
の

「
重
屏
図
」
　
に
は
、
中
心
と
な
る
人
物
像
が
二
度
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
、

「
現
実
」
　
の
世
界
と
　
「
幻
想
」
　
の
世
界
と
が
空
間
的
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め
と
し
て
－
画
中
屏
風
絵
の
性
質
と
意
味

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
特
に
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
の
二
重

空
間
表
現
の
歴
史
的
意
義
を
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
に
も
挙
げ
た
諸

作
例
間
の
共
通
し
た
情
趣
は
、
画
中
屏
風
の
絵
画
二
重
性
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
．
画
中
屏
風
絵
の
画
題
は
、
山
水
図
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
花
鳥
図

も
見
ら
れ
る
。
そ
の
技
法
は
、
水
墨
と
淡
彩
あ
る
い
は
着
色
が
あ
り
、
線
刻
法

も
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
き
た
画
中
屏
風
絵
は
、
五

代
及
び
明
晴
時
代
の
大
画
面
の
一
部
の
作
品
を
除
い
て
、
大
部
分
は
、
山
水
・

花
鳥
と
人
物
を
兼
ね
て
い
る
小
景
画
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
．
画
中
屏
風
は
調
度
品
と
し
て
の
機
能
と
各
時
代
の
家
居
風
俗
の
反
映

だ
け
で
な
く
、
絵
画
作
品
と
し
て
装
飾
性
を
有
す
る
。
衝
立
画
像
は
、
そ
れ
ゆ

え
中
国
美
術
に
お
い
て
絵
画
空
間
を
構
成
す
べ
く
選
ば
れ
た
少
数
の
画
題
と
い

え
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
で
も
置
け
る
衝
立
は
、
宮
殿
の
広
間
な
り
一

般
の
家
庭
な
り
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
調
度
品
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
絵
画
に

お
い
て
は
、
絵
画
空
間
を
構
成
す
る
主
要
な
構
造
的
あ
る
い
は
構
図
的
な
手
段

と
し
て
存
在
す
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
現
実
の
衝
立
は
あ
る
空
間
全
体
の
部

分
に
す
ぎ
な
い
が
、
衝
立
画
像
は
、
絵
画
表
象
に
お
け
る
空
間
そ
の
も
の
に
相

当
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
約
十
世
紀
に
花
開
い
た
画
中
画
に
そ
の
伝
承
の
ル

ー
ツ
が
見
ら
れ
る
。
人
物
図
に
措
か
れ
た
画
中
屏
風
絵
の
図
様
は
、
五
代
か
ら

明
活
時
代
に
至
る
ま
で
の
数
多
い
伝
世
作
例
の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
て
最
近
の
考
古
学
上
の
貴
重
な
成
果
と
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
淵

源
は
前
漠
時
代
の
墓
葬
壁
画
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
本
論
の
よ

う
に
、
画
中
屏
風
絵
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

十
～
十
八
世
紀
の
画
中
屏
風
絵
の
二
重
空
間
表
現
の
歴
史
的
意
義
を
定
位
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
三
）
．
画
中
屏
風
は
宋
元
時
代
な
い
し
明
活
時
代
ま
で
の
肖
像
画
・
人
物
風

俗
・
人
物
故
事
図
な
ど
の
絵
画
に
よ
く
見
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
画
中
屏
風
絵

に
は
山
水
・
楼
閣
・
人
物
な
ど
が
表
さ
れ
た
風
景
画
が
措
か
れ
る
。
画
中
画
と

し
て
の
衝
立
画
像
が
二
重
的
な
絵
画
と
し
て
実
際
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
の
は
漢
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
山
水
・
人
物
・
花
鳥
が
描
か
れ
た
。

末
代
に
近
づ
く
と
「
絵
の
あ
る
衝
立
」
画
像
は
、
そ
の
絵
柄
が
人
間
の
感
情
や

思
想
や
気
分
な
ど
を
ほ
の
め
か
す
と
い
う
意
味
で
、
ま
す
ま
す
詩
的
に
な
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
と
く
に
人
物
画
に
あ
っ
て
は
、
山
水
図
屏
風
と
併
置
さ
れ
る
。

画
中
の
屏
風
山
水
図
は
、
ま
さ
に
遠
近
法
の
理
念
を
体
現
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
と
信
じ
さ
せ
る
ほ
ど
に
典
型
的
な
遠
近
法
に
基
づ
く
絵
画
で
あ
る
。
ま
た
東

洋
の
画
中
画
は
、
時
代
に
よ
り
そ
の
画
題
も
変
遷
す
る
。

（
四
）
．
画
中
屏
風
絵
の
使
用
に
よ
り
画
面
の
奥
深
度
が
延
長
し
、
透
視
感
も

強
調
し
、
ま
た
画
面
空
間
が
広
く
な
る
。
特
に
、
画
中
山
水
図
の
遠
近
・
縦
横

へ
の
広
が
り
の
表
現
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
は
五
代
以
降
の
新
し
い
時
代
の
性
格

で
あ
る
全
画
面
の
奥
深
い
空
間
視
覚
を
感
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
画
中
屏
風
絵

の
使
用
に
よ
り
単
調
な
画
面
構
成
が
重
層
的
に
な
る
。
調
度
品
と
し
て
画
面
に

配
置
さ
れ
て
、
そ
の
画
面
に
穏
や
か
さ
・
粛
穆
性
・
雅
致
性
・
語
調
感
を
画
面

に
加
え
、
ま
た
自
由
で
、
調
和
の
あ
る
空
間
を
演
出
す
る
。
つ
ま
り
、
東
西
洋

絵
画
中
の
二
重
空
間
の
構
造
表
現
は
そ
の
絵
画
の
意
匠
上
か
ら
見
る
と
、
い
ず

れ
も
画
面
の
延
伸
性
あ
る
い
は
奥
行
感
と
い
う
同
一
性
を
持
っ
て
い
る
。

（
五
）
．
絵
の
な
か
の
絵
－
東
ア
ジ
ア
の
画
中
屏
風
絵
に
は
絵
画
に
お
け
る
空

間
表
現
の
新
様
式
・
新
境
地
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
絵
画
空
間
を
創
出

す
る
こ
と
は
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
衝
立
の
多
様
な
形
態

と
役
割
は
、
歴
史
あ
る
い
は
伝
統
に
の
み
貢
献
し
て
き
た
。
画
中
山
水
図
屏
風

絵
は
大
画
面
の
絵
画
形
式
の
一
種
類
と
し
て
、
単
に
文
人
・
隠
士
達
の
臥
遊
空

間
を
表
す
と
い
う
役
割
の
み
で
は
な
く
、
各
時
代
ま
で
の
絵
画
風
格
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
手
前
に
措
か
れ
た
文
人
の
活
躍
し
た
時
代
と
画

中
の
山
水
画
の
様
式
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
の
画
中
画
と
し
て
の

屏
風
絵
の
空
間
表
現
上
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
詳

細
な
論
証
が
充
分
で
は
な
い
が
、
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
の
二
重
空
間
の
伝

統
的
絵
画
表
現
を
行
っ
た
変
容
の
概
要
が
作
品
の
具
体
的
表
現
か
ら
読
み
取
れ

た
よ
う
に
思
う
。
他
に
残
さ
れ
た
未
解
決
の
問
題
も
多
い
。
画
中
屏
風
絵
の
一

貫
し
た
発
展
軌
跡
と
そ
の
影
響
や
屏
風
画
の
彩
色
法
と
筆
法
な
ど
の
全
般
的
な

問
題
と
共
に
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
戴
き
た
い
。
紙
数
の
都
合
か
ら
触
れ
得

な
か
っ
た
問
題
の
多
い
こ
と
、
ま
た
単
純
な
図
式
化
に
よ
る
細
部
の
不
正
確
さ

と
論
証
の
不
十
分
さ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。
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＝≡‾デ芋
図1、王斉翰「勘書図巻」（「挑耳図」）五代、絹本着色、二八・四×六五・七cm、南京大学

図2、周文矩「重屏会棋図巻」五代、絹本着色、四〇・三×七〇・五cm、北京・故宮博物院

図3、劉黄道「消夏図巻」元（十三世紀）、絹本墨画淡彩、二九・三×七一・二cm、アメリ

カ・ミズーリ州、カンザス・シティ、ネルソン・ギャラリー＝アトキンズ美術館
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図4、宋人「人物」絹本着色、北宋、二九・〇×二七・八cm、台北・故宮博物院

図5、清・桃文翰「弘暦（乾隆）鑑古囲」、十八世紀、紙本画軸、北京・故宮博物院
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図6、「張雨題侃墳像巻」元（十四世紀）、紙本塁画淡彩、二八・二×六〇・九cm、台北・故

宮博物院

図7、杜董「玩古図」軸、明（一五～一六世紀）、絹本着色、一二六・一×一八七・〇cm、

台北・故宮博物院
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図8、彦根屏風（部分）六曲一隻、紙本金地着色、各九四・〇×四八・Oc臥江戸時代・寛

永年間（一六二四～四三）、滋賀・彦根城博物館

図9、男女遊楽図屏風（部分）紙本金地着色、六曲一隻、六〇・八×一一一九七・三cm、江戸時
代、細見美術館・京都国立博物館
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図11、明・唐寅「臨韓興載夜宴図」軸、絹本着色、一四　　　図10、明・唐寅「李端端図」軸、紙本着色、一
六・四×七二・六cm、台北・故宮博物院　　　　　　　　　　　五×五七・二cm、南京博物院

－90－



図12、マリ・ド・ブルゴーニュ「聖母の前のマクシミリアン一世とバーガンデイのマリア」

（時祷書を開く貴婦人とも呼ぶ）羊皮紙本、一四七七年頃、二二・五×一六・三cm、ウ

ィーン、オーストリア国立図書館
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図
版
出
所
≡
見
目

図
l
、
王
斉
翰
「
勘
書
図
巻
」
‥
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
・
書
画
巻
』
（
商
務

印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
図
〇
四
二
。

図
2
、
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
巻
」
‥
『
中
国
美
術
全
集
・
絵
画
編
二
隋
唐
五
代
絵
画
』
（
中
国

美
術
全
集
編
集
委
員
会
編
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
図
六
一
。

図
3
、
劉
貫
通
「
消
夏
図
巻
」
‥
海
老
根
聴
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』

東
洋
編
第
七
巻
二
元
（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
図
版
一
〇
九
。

図
4
、
宋
人
「
人
物
」
‥
『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
五
〇
（
第
十
三
巻
第
四
期
、
台
北
、
一
九
九

五
年
）
。

図
5
、
活
・
眺
文
翰
「
弘
暦
（
乾
隆
）
鑑
古
図
」
‥
『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
五
〇
（
第
十
三
巻

第
六
期
、
台
北
、
一
九
九
五
年
）
。

図
6
、
「
張
雨
題
悦
礫
像
巻
」
‥
海
老
根
聴
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東

洋
編
第
七
巻
二
九
（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
図
版
一
一
四
。

図
7
、
杜
重
「
玩
古
図
」
軸
‥
『
故
宮
書
画
図
録
』
六
（
台
北
・
一
九
九
二
年
）
。

図
8
、
「
彦
根
屏
風
」
（
部
分
）
‥
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
三
絵
画
Ⅲ
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八

四
年
）
図
二
一
。

図
9
、
「
男
女
遊
楽
図
屏
風
」
（
部
分
）
‥
『
珠
玉
の
日
本
美
術
－
細
見
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌

と
ボ
ス
ト
ン
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
サ
ッ
ク
ラ
ー
話
題
作
』
（
千
葉
市
美
術
館
、
一
九
九

六
年
）
図
版
一
四
二
。

図
1
0
、
明
・
唐
寅
「
李
端
端
図
」
軸
‥
『
南
京
博
物
院
』
（
中
国
の
博
物
館
第
四
巻
、
南
京
博
物

院
編
、
講
談
社
・
文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
図
版
一
四
七
。

図
日
、
明
・
唐
寅
「
臨
韓
興
載
夜
宴
囲
」
‥
『
故
宮
書
画
図
録
』
七
（
台
北
二
九
九
二
年
）
。

図
12
、
高
野
禎
子
【
ほ
か
】
『
北
方
に
花
ひ
ら
く
』
（
『
名
画
へ
の
旅
』
九
）
、
図
版
一
－
二
六
、
講

談
社
、
一
九
九
三
年
。

注（
1
）
　
単
国
強
「
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
」
巻
」
、
『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
、
八
八
～
八
九

頁
。
中
野
美
代
子
「
重
屏
の
山
水
」
　
『
奇
貴
の
図
像
学
』
所
収
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九

九
六
年
。

（
2
）
　
陳
藻
真
「
南
唐
絵
画
特
色
和
相
関
問
題
的
探
討
」
張
埠
真
・
羅
麗
華
編
集
『
区
域
与
網
絡

－
近
千
年
来
中
国
美
術
史
研
究
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
、
台
湾
大
学
芸
術
史
研

究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
一
～
五
六
頁
。

（
3
）
　
摩
宝
秀
「
晴
代
院
画
行
楽
図
中
的
故
宮
珍
宝
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
四
八
　
（
第
十
三
巻

第
四
期
）
　
図
一
六
「
弘
暦
鑑
古
図
」
、
図
十
七
宋
人
「
人
物
図
」
、
一
〇
～
二
三
頁
、
一
九

九
五
年
。
台
北
・
故
宮
博
物
院
書
画
処
「
「
七
十
件
書
画
冊
頁
名
品
特
展
」
精
選
」
　
（
五
）

『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
五
〇
　
（
第
十
三
巻
第
六
期
）
挿
図
、
八
六
頁
、
一
九
九
五
年
。

（
4
）
　
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』
　
（
二
十
一
）
、
国
立
故
宮
博
物
院
出

版
、
中
華
民
国
九
十
一
年
十
二
月
初
版
、
三
三
一
～
三
三
四
頁
…
海
老
根
聴
郎
・
西
岡

康
宏
責
任
編
集
　
『
世
界
美
術
大
全
集
』
　
東
洋
編
第
七
巻
元
、
図
版
一
一
四
、
小
学
館
、

一
九
九
九
。

（
5
）
　
王
耀
庭
「
画
中
有
画
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
期
）
、
一
九
八
三
年
、

一
二
一
～
一
二
五
頁
。

（
6
）
　
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』
　
（
六
）
、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中

華
民
国
八
十
年
九
月
初
版
、
二
九
三
～
二
九
四
頁
。
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集

『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
八
巻
明
、
挿
図
一
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。

（
7
）
　
西
安
市
文
物
保
護
考
古
研
究
所
「
西
安
理
工
大
学
西
漢
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」
　
『
文
物
』
　
二

〇
〇
六
年
第
五
期
。

（
8
）
　
山
根
有
三
、
辻
惟
雄
「
初
期
風
俗
画
と
又
兵
衛
」
　
（
『
原
色
日
本
の
美
術
』
　
二
四
「
風
俗
画

と
浮
世
絵
師
」
小
学
館
、
一
九
七
一
年
。

（
9
）
　
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
　
三
絵
画
Ⅲ
　
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
　
図
二
一
。

（
1
0
）
　
『
原
色
日
本
の
美
術
』
　
二
四
「
風
俗
画
と
浮
世
絵
師
」
　
（
小
学
館
、
一
九
七
一
年
）
　
図
一

〇
四
。

（
1
1
）
　
方
聞
「
論
「
渓
岸
図
」
真
偽
問
題
」
、
『
文
物
』
　
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
、
七
六
～
九
六
頁
。
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（
誓
徐
文
琴
「
玩
物
思
古
－
由
杜
董
「
玩
古
図
」
看
古
代
的
文
物
収
蔵
輿
鑑
賞
」
『
故
宮
文
物

月
刊
』
一
〇
四
（
第
九
巻
第
八
期
）
二
二
～
二
九
頁
、
一
九
九
一
年
。

（
誓
板
倉
聖
暫
「
張
雨
題
『
侃
墳
像
』
（
台
北
故
宮
博
物
院
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
美
術
史
論

叢
』
一
七
号
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
文
学
部
美
術
史
研
究
室
研
究
紀

要
）
二
〇
〇
一
年
、
一
五
九
～
一
八
六
頁
。
ま
た
、
こ
の
論
文
の
中
国
語
版
は
「
張
雨
題

《
悦
墳
像
》
与
元
末
江
南
文
人
圏
」
前
掲
捌
論
文
集
所
収
、
一
九
三
～
二
二
一
頁
。

（
14
）
王
耀
庭
「
画
中
有
画
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』
創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
期
）
、
一
九
八
三
年
、

一
二
一
～
二
一
五
頁
。

（
ほ
）
ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
、
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壷
中
天
中
国
重
屏
囲

（
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
）
の
た
く
ら
み
』
青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
16）
小
山
晴
男
『
絵
画
空
間
の
図
学
－
秘
め
ら
れ
た
画
面
構
造
』
美
術
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
‖
佐
藤
康
邦
『
絵
画
空
間
の
哲
学
－
思
想
史
の
な
か
の
遠
近
法
』
（
新
装
版
）
、
三
元
社
、

一
九
九
七
年
い
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋
・
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
二
年
。

（
望
河
野
道
房
「
中
国
絵
画
の
空
間
表
現
－
大
観
的
山
水
画
の
虚
と
実
と
－
」
『
芸
術
の
理
論

と
歴
史
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

（
18）
高
野
禎
子
［
ほ
か
］
『
北
方
に
花
ひ
ら
く
』
（
『
名
画
へ
の
旅
』
九
）
、
図
版
一
－
二
六
、
講

談
社
、
一
九
九
三
年
。

（
19）
ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
、
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壷
中
天
中
国
垂
屏
図

（
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
）
の
た
く
ら
み
』
青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
、
九
六
～
九
八
頁
。

（
空
「
小
景
画
」
と
い
う
も
の
は
、
中
国
絵
画
史
上
に
お
い
て
特
徴
あ
る
絵
画
形
式
で
あ
る
。

都
市
近
郊
の
水
郷
の
自
然
を
情
趣
ゆ
た
か
に
小
画
面
に
写
し
、
花
鳥
画
の
要
素
を
備
え
た

そ
れ
ら
の
図
は
、
通
常
の
山
水
画
と
は
区
別
さ
れ
、
小
景
画
と
呼
ば
れ
た
。
小
景
画
は
、

花
木
の
要
素
を
排
除
す
る
五
代
・
北
宋
大
様
式
水
墨
山
水
画
の
展
開
の
傍
流
と
し
て
、
江

南
に
残
存
し
て
い
た
北
宋
前
中
期
の
僧
侶
画
家
恵
崇
（
？
～
一
〇
一
七
）
ら
の
試
み
に
よ

る
着
色
山
水
画
や
白
描
人
物
画
に
代
表
さ
れ
る
、
唐
代
絵
画
へ
の
復
古
運
動
に
と
も
な
っ

て
再
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
李
慧
淑
「
小
景
画
輿
花
鳥
点
景
山
水
画
」
『
故
宮
文

物
月
刊
』
十
七
（
第
二
巻
第
五
期
）
、
一
九
八
四
年
、
四
二
～
五
二
頁
。
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【
付
記
］
本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
助
成
を

得
て
調
査
さ
れ
、
第
五
十
二
回
国
際
東
方
学
者
会
議
東
洋
美
術
史
部
会
　
（
於
東
京
・
日
本

教
育
会
館
、
二
〇
〇
七
年
五
月
十
八
日
）
　
に
お
け
る
口
頭
報
告
の
原
稿
に
基
づ
き
、
大
幅

に
加
筆
修
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

王
　
元
林
　
（
お
う
・
げ
ん
り
ん
）

一
九
九
七
年
七
月
　
北
京
大
学
考
古
学
部
卒
業

同
年
　
　
　
　
　
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
学
芸
員

二
〇
〇
六
年
三
月
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了

二
〇
〇
七
年
九
月
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
文
学
博
士
号
取
得

中
国
文
化
遺
産
研
究
院


